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1, はじめに

クラーク記念国際高校は広域通信制 として1992

年に開校 となり, 不登校を経験 した生徒達や心に

問題を抱えて人とコミュニケーションを取 りにく

い生徒達 を積極的に受け入れ, 一人ひとりに応 じ

た教育課程を構築し, 個性を伸長させる新 しい形

の高校教育を展開している。筆者は2006年 から同

じグループ内の非常勤講師として, 幼児や小学生, 

また子 ども達の親を対象に身体表現の指導を行う

うちに, 心身に何 らかの問題を抱えた人達に対 し

て, 身体表現活動 を通して心にある様々な感情を

か らだで表現させ, 自己開示に導 くことができる

であろうか ということを考えるようになった。そ

こで, 2004年 に行った中国人大学生対象の6回 の

身体表現に関する授業の結果と照合し, 共通点と

相違点を探るため, 今年の5月 からクラーク記念

国際高校芦屋キャンパスで, 体育の授業に身体表

現活動を取 り入れ, 新たな トライアルを始めた。

2, クラ-ク 記念国際高校芦屋キャンパスにおけ

る体育授業の現状

(1)1～3年 生の生徒すべてが体育授業 を受ける

(週2回 ・50分×2回 単位制)

(2)設備が不足などのため, 体育の内容 を工夫 し, 

指導要領 に准 じて球技 と体力づ くりを中心 に

行っている。

(3)体力テス トの結果によると生徒達の体力は基本

的に弱い。

3, クラーク記念国際高校芦屋キャンパス身体表

現活動の授業内容

4, 対象

 クラーク記念国際高校芦屋キャンパスでの高校

2年 生の4ク ラス男子59人, 女子14人, 全73人。

5, クラーク記念国際高校芦屋キャンパ生徒達の

 授業中の様子(授 業記録からの観察)

初めての表現学習であ り, 最初は戸惑 う生徒が

多かったが, 回を重ねるごとに生徒達がそれぞれ

に持つ独特な表現方法でからだを動かし, 表情や

動 きなどが少しずつ柔らか くなった。ほとんどの

人がからだで動 くことがやや不得手であるが, 最

後の回ではグループで感 じあって動 くことにも

チャ1レンジし, 積極的な姿勢が見 られ, 自信 を持

ちなが らか らだを大きく使 って動くことができた。

6, クラーク芦屋キャンパスで4回 授業の結果 と

 中国人大学生6回 授業の自由記述の比較

7, まとめ

クラークでの4回 の授業 と中国人大学生への6

回の授業を比較した結果から, 1回 目の授業では

不登校を経験 した生徒や心の問題を抱えているク

ラークの生徒達にB-1(自 己を中心にした記述)

の記述が 目たった。また, 中国人大学生では4

回 目までにB一1の記述が無 くなったが, クラーク

では最後の授業 まで, B-1の 記述が続いた。不登

校を経験する生徒や心の問題を抱えている生徒に

は身体表現のような活動(非 言語的コミュニケー

ション)の 中で自ら心を開放することに対 して一

般大学生より時間が必要だと考えられる。その一

方, 多 くB-1(自 己を中心にした記述)の 記述が

書かれていることはマイナスの点ばかりではなく, 

自分と他者の間を比較する意識を持ち, 自分の方

が物覚えがいいとか, か らだが柔 らかいとかを認

識意識したのではないでしょうか。 その結果, そ

れまで気付かなかった自分の一面を認識 し, 自分

を社会的に認められたもの と捉え始めた様子が窺

える。 また, 授業記録(ビ デオ), 1回 目か ら最後

の授業 までの様子を観察 した結果, か らだで動 く, 

からだで表現することによって中国人大学生 とク

ラークの生徒たちに共通な効果が見 られた。両方

の参加者 とも最後の授業中に1回 目より, お互い

の対人距離やアイコンタク ト, 話す ときの表情な

ど, 接近-回 避傾向のバランスを保つことができ

るようになった。授業を受けた者が自己開示を通

して内面性 を変化 させることによって, クラス

メー トとの親密度を調整することがで きるように

なったことがわかった。
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